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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

事
か
ら
、
関
わ
り
の
深
か
っ
た
郷
土

の
人
々
の
く
ら
し
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

　
印
旛
・
本
埜
地
区
を
含
め
た
新
市

の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
に
は
、
お
勧

め
の
講
座
で
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
4
時

28

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

噛
講
師
…
鏑
木
行
廣
氏
（
市
史
編
さ

ん
委
員
会
委
員
）。

■内 
「
江
戸
時
代
の
印
旛
沼
（
仮
題
）」

■費 
無
料
。

■問 
資
料
整
理
作
業
所
（
緯
碓40 
3
5
0

0
）。

怯
印
西
地
域
史
講
座
「
近
現
代
編
」

　「
明
治
・
大
正
・
昭
和
時
代
を
生

き
た
印
西
地
域
の
人
々
～
町
村
制
の

施
行
・
基
督
教
の
伝
道
な
ど
～
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
（
受

22

10

け
付
け
は
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
平
岡
自
然
の
家
。

噛
講
師
…
中
澤
惠
子
氏
（
印
西
市
市

史
編
さ
ん
委
員
）。

■費 
5
0
0
円
。

■申 
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
左
記
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

■問 
松
本
（
緯
／
胃
碓47 
7
1
7
7
）。

「
図
書
か
ら
見
た
小
林
の
歴
史
」

　
小
林
地
区
に
関
す
る
本
を
紹
介
し

な
が
ら
、
同
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て

学
ぶ
講
座
で
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

28

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

噛
講
師
…
図
書
館
職
員
。

■対 
高
校
生
以
上
。
■定 
　
人
。

20

■申 
1
月
5
日
牙
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
小
林
図
書
館
（
緯
碓97 
0
0
0
5
）。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
図
書
な

ど
を
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓97 
1
1

1
1
・
内
線
5
0
1
）。

親
子
星
空
観
望
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　
冬
の
代
表
的
な
星
座
を
た
ど
り
、

木
星
や
金
星
を
望
遠
鏡
で
見
ま
し
ょ

う
。
協
力
・
白
井
天
文
同
好
会
。

※
雨
天
時
は
、
当
セ
ン
タ
ー
内
で
星

空
学
習
。

■時 
2
月
4
日
臥
・
午
後
6
時
～
7
時
。

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■対 
市
内
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
幼
児
の
同
伴
可
）。

■定 
　
組
。

20
■費 
一
人
　
円
（
保
険
費
）。

50

■申 
①
住
所
②
氏
名
③
学
校
名
④
学
年

⑤
電
話
番
号
を
電
話
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
教
育
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓47 
0
4
0

0
）。

手
賀
沼
と
冬
鳥
、
舟
と

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る

　
　
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

　
利
根
川
舟
運
・
地
域
づ
く
り
協
議

会
の
主
催
で
、
手
賀
沼
と
、
そ
こ
に

暮
ら
す
鳥
類
な
ど
を
陸
地
側
・
沼
側

か
ら
観
察
し
、
手
賀
沼
の
よ
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

で
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
8
時
　
分
～

21

30

平成２４年（２０１２）１月１日号（６）

パート衛

パ
ソ
コ
ン
講
習
・
ｃ
ｏ
ｍ

　
　
　
～
ち
ょ
っ
と
中
級
編
～

　
ワ
ー
ド
の
応
用
し
た
使
い
方
と
エ

ク
セ
ル
の
初
歩
を
中
心
に
学
ぶ
講
座

で
す
。

■時 
1
月
　
日
峨
～
　
日
画
・
い
ず
れ

24

27

も
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分
（
全

30

12

30

4
日
間
）。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

15
■費 
5
0
0
円
。

■申 
1
月
　
日
画
（
必
着
）
ま
で
に
往

13

復
は
が
き
の
往
信
面
に
①
住
所
②
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
年
齢
④
性
別
⑤

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
ま
で

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）。

※
往
復
は
が
き
の
返
信
面
に
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
・
大
森
3
9
3
4
―
1
）。

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

「
国
際
化
時
代
の
生
き
方
を
学
ぶ
」

　
岩
崎
暁
男
氏
（
東
京
国
際
大
学
言

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教

授
）
に
よ
る
講
義
で
す
。

■時 
1
月
7
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■定 
　
人
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
中
央
公
民
館
。

■申 
1
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
か
ら
電

10

10

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

だ
け
ま
す
。
な
く
な
り
次
第
終
了
と

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

21

5
時
、　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
午
後

22

3
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

■問 
印
旛
図
書
館
（
緯
碓80 
3
8
5
0
）。

第
8
回
味
噌
作
り
講
習
会

■時 
2
月
7
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～
。

30

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

※
集
合
後
、
白
幡
農
産
物
加
工
所
へ

移
動
。

噛
講
師
…
山
﨑
一
枝
氏
ほ
か
。

■定 
　
人
。

15
■費 
み
そ
1
茜
あ
た
り
材
料
費
と
し
て

5
5
0
円
（
1
人
2
茜
以
上
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
）、
豚
汁
と
お
に

ぎ
り
代
と
し
て
1
人
2
0
0
円
。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
た
付

き
容
器
。

■申 
1
月
5
日
牙
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

楽
し
く
歩
こ
う
！

　「
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験
」

　
気
軽
に
楽
し
め
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
体
験
し
な
が
ら
、
白
鳥
の
飛
来
地

を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
自
然
に
ふ

れ
あ
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午

29

10

ご
ろ
。

■場 
集
合
場
所
は
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー

（
笠
神
）。

噛
講
師
…
地
区
健
康
推
進
員
（
本

埜
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■他 
タ
オ
ル
、
飲
み
物
持
参
、
動
き
や

す
い
服
装
・
履
き
慣
れ
た
靴
で
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

　
時
　
分
。

12

30

■場 
手
賀
沼
お
よ
び
そ
の
周
辺
（
集
合

場
所
は
手
賀
沼
湖
畔
・
水
の
館
駐
車

場
）。

■内 
水
の
館
駐
車
場
～
親
水
広
場
～
遊

歩
道
～
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
～

船
上
観
察
～
親
水
広
場
。

■対 
取
手
市
・
印
西
市
の
住
民
。

■定 
1
0
0
人
（
取
手
市
　
人
・
印
西

50

市
　
人
）。

50
■費 
5
0
0
円
（
当
日
受
付
時
に
徴

収
）。

■他 
遊
歩
道
か
ら
の
冬
鳥
観
察
は
、
4

娃
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
た
め
、
歩
き

や
す
い
服
装
で
。
な
お
、
参
加
者
で

双
眼
鏡
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
解
散
後
、「
水
の
館
」「
鳥
の
博
物

館
」
自
由
見
学
（
無
料
）。

■申 
1
月
　
日
峨（
必
着
）ま
で
に
、
は

10

が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
の
ほ
か
、「
手
賀
沼

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
参
加
希
望
」

と
明
記
し
、
左
記
ま
で
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は
1
月
　11

日
我
に
郵
送
に
て
連
絡
）。

■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
5
1
、

3
5
2
・
胃
碓42 
7
2
4
2
・
■メール k

e
i

se
ik
a@
m
l.city

.in
zai.ch

i
b
a.jp

）。

講
座
・
催
し

　新春にあたり、消防職団員の士気高揚
を図り、職務遂行への決意を新たにする
ため、下記のとおり「平成24年印西市
消防出初式」を開催します。
胸日時…1月7日臥・午前10時～。
胸会場…松山下公園総合体育館（浦部）。
■問 防災課防災班（緯内線453）。

 平成24年
印西市消防出初式を開催

中
央
公
民
館緯碓４２ 

２
９
１
１

高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・

緯
碓４７ 
２
１
１
２
）

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室
を
開
催

　
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
と
は
、
磁
器
の
絵

付
け
の
こ
と
で
す
。

　
シ
ー
ル
感
覚
で
使
え
る
転
写
紙
を

使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
食
器
（
マ
グ

カ
ッ
プ
）
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

22

10

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
花
）。

■対 
市
内
在
住
で
　
歳
以
上
の
人
。

60

■定 
　
人
。

20
■費 
1
街
3
0
0
円
（
材
料
費
）。

印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館

緯
碓9９ 
0
０
０
２

体
験
教
室

　「
縄
文
の
布
・
 編
布
 で

あ
ん
ぎ
ん

　
コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
！
」

　
縄
文
時
代
の
人
々
は
編
布
と
い
う

編
ん
だ
布
を
用
い
て
衣
服
や
敷
物
を

つ
く
り
ま
し
た
。
体
験
で
は
台
を

使
っ
て
コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
り
ま
す
。

■時 
①
1
月
8
日
蚊
、
②
1
月
　
日
15

蚊
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■対 
小
学
4
年
生
～
成
人
。

■定 
各
回
5
人
。

■費 
一
人
　
円
（
材
料
費
）。

50

■申 
1
月
5
日
牙
か
ら
参
加
希
望
日
・

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
連
絡
先
電
話

番
号
・
保
護
者
の
氏
名
を
明
記
し
、

左
記
ま
で
電
話
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
、

ま
た
は
持
参
（
先
着
順
）。

※
①
②
と
も
に
内
容
は
同
じ
で
す
。

■問 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
（
緯
碓99 
0

0
0
2
・
胃
碓99 
2
2
2
3
・
■メール siry

o
u
k
an
@
m
l.city

.in
zai.ch

i
b
a.jp

）。

そ
の
ほ
か

『
印
西
市
歴
史
読
本
』
出
版
を

 記
念
し
講
演
会
・
講
座
を
開
催

怯
平
成
　
年
度
市
史
講
演
会

23

　「
江
戸
時
代
の
印
旛
沼
」（
仮
題
）

　『
印
西
市
歴
史
読
本
』
の
出
版
を

記
念
し
、
市
史
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
　
歴
史
読
本
の
「
中
世
・
近
世
編
」

の
編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
鏑
木
行
廣
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、
江
戸
時
代
の

印
旛
沼
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

　「みんなで築こう人権の世紀～考えよう相手
の気持ち・育てよう思いやりの心～」
　これは平成２３年度人権啓発活動の重点目標
です。誰もが持つ権利（人権）を国民一人ひと
りが尊重することの重要性を正しく認識し、全
ての人々の人権が尊重され、相互に共存し得る
平和で豊かな社会の実現に向けた啓発活動を展
開しています。
　今回、この活動の一環として「みんなで人権
を考える集いIN印西」が、下記の通り開催され
ます。みなさんのご来場をお待ちしています。
■時 2月4日臥・午後１時～（開場は0時３０分
～）。
■場 文化ホール（大森）。
■内 人権に関する講演会（噛講師…山本美香氏・
ジャーナリスト）、中学生人権作文コンテスト
優秀作品の発表、小・中学生ポスターおよび標
語コンクール応募作品の展示など。
■問 市民課戸籍班（緯内線２３２・２３３）。

みんなで人権を考える集いIN印西
（地域人権啓発活性化事業）を開催

平成23年の出初平成23年の出初式式


